
令和６年度

すくわくプログラム
活動報告書
『回転』

（実施対象：０～５歳児）

ひなたの丘保育園



スケジュール

対象クラス

活動のねらい

設定理由

テーマ

乳児クラス、幼児クラス共に回る玩具への興味が見られ、回転するものを見る、自分で
回す、回した際の見え方の変化に気付くなど、子どもの興味も様々である。幼児クラス
で独楽回しを楽しむ中で、独楽の種類や素材にこだわったり、自分で独楽を作りその特
性を知ろうとしたりする姿が見られたため。

回転の楽しさや不思議さを味わう。

０歳児/９名 １歳児/10名 2歳児/12名
3歳児/13名 4歳児/7名 5歳児/11名

令和6年4月～令和7年3月

回転



子どもたちの育ち

活動のために準備した
素材や道具・環境設定

・コマ、画用紙、ドングリ、ハンドスピナー、回転を楽しめる時間と空間

・様々なものが“回る”ことで見え方が変わる不思議さを味わっている。
・どのような力を加えれば回転するか自分なりに考え、工夫している。

・０歳児は、ハンドスピナーやボールに自ら働きかけることで、“回転する”ものをじっくりと観察している。
・1歳児は、ドングリをコマにして回したり、クーゲルバーンのように坂道を転がしたりと、様々な回転を
楽しんでいる。

・幼児はコマ回しや風車、ブンブンゴマなど、少し難しい回転を自ら作り出す楽しさを味わっている。
・幼児が乳児の部屋に遊びに行った際など、一緒に回転する玩具を見て遊ぶ姿も見られる。

回転を見つめる子どもたち



子どもたちの育ち

環境のために準備した
素材や道具・環境設定

・様々な模様、素材のコマ、LaQ、色鉛筆、画用紙
・コマを存分に遊ぶためのコマコーナーの設置

・回転すると色が混ざって見えることへの気付きから、色を塗った画用紙やLaQを組み
合わせたものをコマに乗せて回し、色の変化を楽しみ、混色の知識を身に付けている。

・自分だけの色を作れるため、オリジナルコマ作りとして遊びの幅を広げている。
・友だちと新たな気付きを伝え合い、コミュニケーションを図っている。

・様々な色のコマが増え、コマが回ると模様が変化することを楽しんでいる。
・LaQを組み立て、コマに付けて回転させると、色が混ざり合う楽しみ方を発見する。
・色鉛筆で紙に色を塗り、様々な色が混ざり合うことを確かめている。

回ると模様が綺麗になる！

回転すると色が混ざる



子どもたちの育ち

環境のために準備した
素材や道具・環境構成

・段ボール、竹串、錐、ボンド
・段ボールコマがいつでも作れるよう、素材と道具の環境を整える。

・より長く回転させるためにバランスをとる必要性を知る。
・感覚を使いながらバランスの中心を探し、何個もコマを制作する中でベストな位置を
見出すなど、探求する力が育っている。

・木ゴマ、缶ゴマなどコマにも素材の違いがあることから、他の素材でコマを作るという発想が上がる。
段ボールと竹串でのコマ作りを行う。

・竹串の芯を単純に刺していたが、回転が不規則になり回らないことから、中心に刺さなければならないことに
気付き、芯を刺す前に指に乗せてバランスを確かめるなど、子どもたちなりに考えて制作していた。

ここが真ん中！

回転軸への気付き

この段ボール
コマは回るか
な？



子どもたちの育ち

環境のために準備した
素材や道具

・ベーゴマ、ベーゴマ床、鉄やすり、中国ゴマ
・遠足の手配、ベーゴマコーナーの設置

・“ベーゴマがしたい”という思いから、自分たちでベーゴマができる場所を調べたり、
道具が売っている場所を探したりと、目的のためにどうすればいいかという方法を
考える、「主体的な姿」が育っている。

・コマ作りを経て、ベーゴマの存在を知り、ベーゴマができる“はるのおがわプレイパーク”を探し、遠足
場所にする。実際にベーゴマを回し、園でもベーゴマができるよう道具を自分たちで買いそろえていく。

・また、中国ゴマも置いてあり世界のコマについて興味を持つ。
・ベーゴマに詳しい保育関係者に、良く回るように改造する技術を学び、中心軸を何度も回しながら探す。

ベーゴマ 世界のコマ



全体の振り返り

回転するものに目を奪われている姿が、どの年齢でも見られる。“回転”のための動
力に着目し、力を加える、転がす、風の力を借りる、道具を使うなど、子どもたちは
様々な動力を試しては繰り返すことの面白さを味わっているのだと感じた。子どもたち
が注視するものへのアプローチを行なうことで、夢中になれる遊びを子どもたちが見つ
けられるのだと思う。
幼児になると、紐で回すコマ回しやベーゴマなど、簡単には回せない遊びに挑戦し、

回せたときの達成感を味わったり、仲間と勝負をする楽しさを感じたりと、５領域に属
する育ちをコマから引き出している。また、回転による混色、コマ制作での回転軸など、
子どもたちなりの発見や気付き、試行錯誤を自ら行なっている姿が見られ、探求する力
が育っている。
自分たちが“やりたい”と思える活動をするために、「どこに行けばできる？」「ど

うすれば望みは叶う？」など、子どもたちで“方法”を考え、失敗と成功体験を繰り返
す中で主体性を育んでいる。
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